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　生活の全てを自然に
頼っていたアイヌ民族
にとって、本格的な農
耕は行っていなくて
も、人を含む全ての生
き物を育む水分をもた
らす雪や雨は生命を維
持する上で重要な自然
現象でした。日照りが
続けば雨を司

つかさど

る水の神の尽力に願いをかけて、雨乞いを
行いました。雨乞いの儀礼の一つに亀の頭骨が使われて
いました。亀は水中に棲

す

むため、水を司る神と考えられ
たからです。また、集落の守り神であるとされるシマフ
クロウの頭骨が亀と全く同形であることから、アイヌの
伝説では亀とフクロウはかつて血を分けた兄弟だった
のですが、人を見守る範囲分担が原因で不仲となり、能
力比べをして勝ったほうが陸地、負けたほうが海に住む
ことになったそうです。亀が陸地にやってくるのは、た
まには兄弟のシマフクロウに会いたいからです。
　亀の頭骨を雨乞いに使う場合は、シマフクロウがすま
う川上に向けて置きます。これは川上の山を棲家とする
シマフクロウと協力して雨を降らせて欲しいという願
いからです。
　面白いのは、河川に棲む大きなカワカジカに煙草をつ
めた煙

き せ る

管を大きな口にくわえさせて吸わせ雨乞いをす
る方法があったことです。これもシマフクロウと関係が
あります。シマフクロウはアイヌ語ではコタンコルカム
イ（kotan村korを掌握するkamuy神）ですが、カワカジ
カのアイヌ語名はシマフクロウによく似ているコタン
コルチェッポ（kotan村の河川korを統治するceppo小魚）
だからだといいます。カジカも水棲生物なので水を呼ぶ
ということなのかもしれません。煙草を吸わせるのは接
待の意味です。このような雨乞いの方法が伝わっている
ということは、相当に効果があったからでした。
　太陽や月は男女の神に例えられました。アイヌの生活

では、火の神アペフチ
カムイ（ape火のhuci媼

おうな

kamuy神）が女性であ
るように、主要な神の
殆どはなぜか女神なの
です。太陽や月にかか
わる現象として、最も
怖れられたのは日

にっ

蝕
しょく

や
月蝕です。今ではこれ

は天体が重なって起きることは誰もが知っていて、恐が
る人はいませんが、アイヌ民族も含め昔の人々は凶事の
前兆ではないかと大変心配しました。
　例えば、アイヌの場合、日蝕が起きると、太陽は意識
を失っていくとし元の形に戻るように色々なことを試
みました。大きな入れ物に水をはって捧げ、この水を飲
んで太陽が意識を取り戻し、水鏡を使って自分の姿の様
相を知るようにする。また意識づけに大きな音を立て、
あるいは、歌を唱

うた

い舞ったりしたのです。藤村先生が昔、
アイヌのお婆

ばあ

さんから教わった日蝕のときに唱える文
句は、チュプカムイホ～（cup太陽のkamuy神hoホ～）、
エライナホ～（eあんたはray（意識が）死んだnaよhoホ
～）、エヤイヌパホ～（eあんたはyaynupa気を取り戻せ
hoホ～）のようなものでした。音を立て歌舞をすると
いうことは、古事記で天照大神が岩屋に隠れて世界が暗
闇になったとき、アメノウズメノミコトが賑

にぎ

やかに歌い
踊り、それにつられて天照大神が岩屋を開けたというお
話に通じるものがあります。月蝕の場合も同様のことを
して、早く月が元に戻るよう願ったものでした。
　アイヌの人々は、自然界の異変は生活に直結していた
ため、些

さ

細
さい

な環境の変化を常に敏感に察知し、できる限
りの対応策を講じて生き延びてきたのです。
　科学技術の発達により、私達は自然の状態に気を配ら
なくても支障なく生活できているようですが、最近続く
凄
すさ

まじい大雨による被害をみているとそうとも言って
いられなくなっているような気がします。
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